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神
社
崇
敬
奉
賛
会
主
催

　

第
二
十
二
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
二
年
十
二
月
六
日

（日
）
十
五
時
か
ら

冨
…料
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
】

生
き
る
と
い
う
こ
と

若
者
に
つ
な
ぐ
靖
園
の
こ
こ
ろ

将
来
を
託
す
若
者
た
ち
へ
、
我
が
国
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

靖
圃
神
社
の
大
切
さ
と
英
霊
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

世
界
の
政
治
経
済
が
危
機
の
時
代
、
我
が
国
も
国
難
を
迎
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

※
今
回
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
み
で
す
。
会
場
へ
の
参
加
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
家竹
田
恒
泰

麗
津
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

高
橋
史
朗

昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
修
了
後
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

フ
ー
バ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員
、

埼
玉
県
教
育
委
員
長
な
ど
を
経
て
、

現
在
、
麗
揮
大
学
特
任
教
授
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授
。

親
学
推
進
協
会
会
長
。

男
女
共
同
参
画
会
議
議
員

（内
閣
府
）
。
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崇
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奉
賛
会
会
長
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昭
和
十
五
年
生
ま
れ
。

大
蔵
省
を
退
官
後
、

在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
特
命
全
権
大
使
、

内
閣
官
房
参
与
、
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

（北
朝
鮮
に
よ
る
粒
致
問
題
担
当
）

な
ど
を
務
め
、
参
議
院
議
員
に
当
選
。

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、

粒
致
問
題
担
当
大
臣
、
な
ど
を
務
め
た
後
、

日
本
の
こ
こ
ろ
代
表
な
ど
を
務
め
た
。

白
日　

ー１
１　令

昭
和
五
十
年
、
旧
皇
族
・竹
田
家
に
生
ま
れ
る
。

明
治
天
皇
の
玄
孫
に
あ
た
る
。

慶
恩
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。

平
成
十
八
年

『語
ら
れ
な
か
っ
た
皇
族
た
ち
の
真
実
ｂ

（小
学
館
）

で
第
十
五
回
山
本
七
平
賞
を
受
賞
。

『日
本
は
な
ぜ
世
界
で
い
ち
ば
ん
人
気
が
あ
る
の
か
』

『現
代
語
古
事
記
』
な
ど
多
数
の
著
書
を
上
梓
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
十
七
ヶ
所
で
開
催
し
て
い
る

「竹
田
研
究
会
」
を
含
め
、
年
間
二
百
本
以
上
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。


